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研究成果の概要（和文）：  本研究では，地域の世界遺産を文化景観ととらえ，お互いに伝え合うことで異文化
理解を深めるESDとしての授業プログラムを開発した。2016年度，日本とオーストラリアの生徒は地域の世界遺
産の特色と価値を考えた。2017年度，両国の生徒は世界遺産をもとに人々の考え方(価値観)を考えた。2018年
度，両国の生徒は相手国の地域の世界遺産への対応を考えた。日本の生徒は，写真やイラストを使った紙のボー
ドを活用して，オーストラリアの生徒に遠隔会議で伝えた。
　日本の生徒の授業アンケートの結果から，世界遺産の特色や価値について関心や認識が深まり，世界遺産を保
護する活動に参加する意欲が高まることが分かった。

研究成果の概要（英文）： This study was performed to develop a program as an ESD to promote cultural
 understanding and facilitate communication between diverse World Heritage Sites.
　The 7th grade students were encouraged to think about value of World Heritage Sites located in 
their own region in 2016. The 8th grade students were encouraged to think about Japanese way of 
thinking through learning about the background of World Heritage Sites in 2017. The 9th grade 
students were encouraged to think about the measure for the World Heritage Sites located in 
Australia in 2018. In a video conference, Japanese students reported their findings on World 
Heritage Sites to Australian students through brief sentences, photographs, and illustrations on 
paper boards. 
　A questionnaire survey indicated that Japanese students understood the unique aspects and cultural
 importance of World Heritage Sites. Moreover, the students showed increased willingness to 
participate in the protection of World Heritage Sites.

研究分野：社会科地理教育

キーワード： 世界遺産　ESD　異文化理解　コミュニケーション　遠隔会議
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
  本研究は，これまで研究の蓄積が少なかった文化領域のESD として，世界の諸地域の世界遺産の価値や背景に
ついて学習者が主体的に探究して自分とのつながりをとらえ，その成果を伝え合うことで他地域とつながる異文
化理解を深める授業を系統的に開発した。ESD授業プログラムの有効性を検証し，改善策を提案することでモデ
ルとして高めていくところに本研究の学術的意義がある。
  異文化理解を深める文化領域の系統的なESD 授業プログラムを提案することで，教育現場に文化領域の手法を
広め，異文化理解の重要性をアピールできる。人類共有の財産である世界遺産の価値や対応を考えることで多文
化共生の態度の育成にもつながる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
自国の文化をもう一度見つめ直して大切にしようとする動きの１つとして，2001 年のユネス
コ総会で「文化的多様性に関する世界宣言」が採択された。これを受けて，2002 年の「持続可
能な開発に関する世界首脳会議」では， ESD(持続可能な開発のための教育)が日本から提案さ
れ，世界的に推進される契機となった。 
ユネスコはその理念である平和な世界の構築に向けて，戦後一貫して国際理解教育を推進し
てきた。平和な世界を持続的に構築するためには，学校教育において学習者が地域や自国の文
化を理解し，世界の文化の多様性を受け入れ，異文化を尊重し，対応していこうとする態度を
育成することが求められる。ESDの国際実施計画(2005)において，環境・経済・社会領域のテ
ーマが強調されたため，学校教育における ESDは環境や経済や社会領域が中心となり，文化領
域の授業開発が推進されていないのが実情である。 
 
２．研究の目的 
ユネスコは，現代世界の諸課題の解決に向けて行動の変革を促すことを目的とした ESDとと
もに，人類共通の宝である世界遺産を次世代に伝えることを目的とした WHE(世界遺産教育)
を推進している。世界遺産は世界各地に存在し，その８割は文化遺産である。文化遺産は，地
域の人々が作り出した価値ある文化であり，地域の文化景観としてとらえれば，その背景とし
て社会の伝統や人々の考え方(価値観)に迫ることができる。世界遺産は，ESDの重要なテーマ
の１つとして示された「文化の多様性と異文化理解」に位置づけることができる。 
世界の諸地域に存在する世界遺産を取り上げて，その特色や価値や背景を考える授業は，分
布や空間の概念から考察する地理教育で行うことが考えられる。「持続可能な開発のための地
理教育に関するルツェルン宣言」(2007)では，ESDで示された行動テーマを世界の地理教育で
盛り込むよう提唱された。本研究の目的は，文化の多様性を受け入れ，異文化を尊重し，異文
化に対応していこうとする態度を育成するために，地域や国や世界の世界遺産を教材とする異
文化理解を深める ESD 授業を開発し，授業実践の分析をもとに ESD 授業モデルに高める方向
性を提案することである。 
 
３．研究の方法 
本研究は，ユネスコスクールである三重大学と三重大学教育学部附属中学校の社会科と英語
科が連携し，日本とオーストラリアの中学校において，異文化理解の深まりに対応した，地域
の世界遺産の特色や価値を伝え合う ESD 授業，国の世界遺産の背景となる人々の考え方(価値
観)を伝え合う ESD 授業，相手国の世界遺産への対応をお互いに伝え合う ESD 授業を開発し，
授業実践を行う。異文化理解を深める ESD授業プログラムは，３年間の成果を系統的に分析す
るために，中学校の同一学年の集団を対象とし，以下のように系統的に異文化理解を深めてい
く。各 ESD授業のプログラムについて，アンケート調査等から学習者の異文化理解の深まりを
分析し，有効性を検討する。その結果を踏まえて改善し，系統的なモデルへと高めていく。 
１）第１学年を対象に日本とオーストラリアの自国の世界遺産の特色や価値を伝え合う ESD授
業を開発し，授業実践を行い，異文化理解の深まりを分析する(2016 年度) 
２）第２学年を対象に日本とオーストラリアの自国の世界遺産から人々の考え方(価値観)を伝
え合う ESD授業を開発し，授業実践を行い，異文化理解の深まりを分析する(2017 年度)  
３）第３学年を対象に日本とオーストラリアのお互いの国の世界遺産に対する対応を考える

ESD授業を開発し，授業実践を行い，異文化理解の深まりを分析する(2018 年度) 
2016-2018 年度の１学年と３学年の同一集団で，ESD 授業を積み重ねることにより，異文化
理解の深まりを分析し，系統的な ESDプログラムとしての有効性を検討する。 
 
４．研究成果 
 (１) 2017 年度のプログラムの概要 
2017 年度に，日本の伝統的な文化の発祥地である京都と奈良の世界遺産を通して日本の人々
の考え方(価値観)をとらえ，オーストラリアに伝達する異文化理解教育としての ESD 授業プ
ログラムを開発し，次のように実践した。 
附属中学校では，社会科特設授業《授業前にアンケート１回目》で日本とオーストラリアの
世界文化遺産を通して人々の考え方(価値観)が読み取れるかを考えた(2h)。夏休み課題で世界
文化遺産(京都・奈良)調べを取り入れ，それをもとにクラス内でチーム分けを行った。総合学
習で生徒が取り上げたい京都・奈良の世界文化遺産について，特色や価値や日本の人々の価値
観を日本語で考えた(1h)。その際，次の項目を示し，担当者が２文ずつ考えるように指示した。 
１）取り上げる世界文化遺産の位置・特色やそのものの価値 
２）世界文化遺産から見る日本の伝統文化(なぜつくられ，どのように伝わったかなど） 
３）世界文化遺産から見ることができる日本の考え方や価値観(こころのふるさと) 
４）世界文化遺産についてどう思っているのか(日本のこころのふるさとへの評価) 
生徒は英訳とボードのイメージを考え(1h) 《イメージ後にアンケート２回目》，相手にわか
りやすく伝えるためにボードに表現した(2h)。選抜クラスの生徒は，英語授業で伝える練習を
行い(1h)，遠隔会議でオーストラリアのベドポールディング学校の同学年の生徒と学習成果を



伝え合った(2h)。附属中学校の生徒は京都・奈良の世界文化遺産の特色やその背景にある日本
の人々の考え方を表現したボードを使って，遠隔会議システムを用いてオーストラリアの生徒
と伝え合った。オーストラリアの生徒は先住民(アボリジニ)の聖地であるウルルを中心に発表
した《遠隔会議後にアンケート３回目》。 
(２)  分析方法 
2016-2018 年度のそれぞれのプログラムで生徒に同じアンケート調査を実施した(第１表)。
項目１～５は社会科の認識や資質を意識した世界遺産についての学習成果や行動の変革に関わ
る項目，項目６・７は英語のコミュニケーションを意識した学習成果の発信や行動の変革に関
わる項目である。それぞれの項目で，a.強く(とても)思う，b.少し思う，c.あまり思わない，
d.まったく思わないから選択させ，この順に４，３，２，１の数値をあてはめた。項目１～７
のそれぞれについて，対応のある一要因分散分析を行った。2017 年で対象となる 32 名の１回
目から３回目までの平均値と標準偏差(SD)，分散分析の結果を示したものが第２表である。 
 

第１表 アンケート項目                                     
〈世界遺産についての学習成果や行動の変革に関わる項目〉 

関心(遺産) 1. 世界遺産について興味・関心がある。 
認識(遺産) 2. 世界遺産の特色や価値をわかっている。 
責任(遺産) 3. 世界遺産のことを普段から考えている。 
行動(宣伝) 4. 世界遺産をアピールする活動に参加したい。 
行動(保存) 5. 世界遺産を保存する活動に参加したい。 

〈学習成果の発信や行動の変革に関わる項目〉 
関心(会話) 6. 地域(三重県/日本)や外国の世界遺産のことについて外国の友達と話したい。 
行動(会議) 7. 地域や外国の世界遺産について外国の友達と伝え合うテレビ会議に参加したい。 

 
第２表 客観式アンケート結果(2017) 

※有意確率は*: p<.05, **:p<.01, ***:p<.001を示す。３回のアンケートに回答した 2-D 組の 32名を対象とした。 
 

(３)  分析結果 
項目１関心 (遺産)については， 0.1%水準の主効果が見られ（ F(2,62） =20.92; 
p<.001),Borferroni 法による多重比較の結果，１回目と３回目，２回目と３回目の間に 0.1％
水準の有意差が見られた。項目２認識(遺産)については，0.1%水準の主効果が見られ（F(2,62）
=8.21; p<.001),Borferroni法による多重比較の結果，１回目と３回目に 5％水準，２回目と３
回目の間に 0.1％水準の有意差が見られた。項目３責任(遺産)については，0.1%水準の主効果
が見られ（F(2,62）=7.60; p<.001),Borferroni法による多重比較の結果，１回目と３回目に 1％
水準，２回目と３回目の間に 5％水準の有意差が見られた。項目４行動(宣伝)については，0.1%
水準の主効果が見られ（F(2,62）=10.72; p<.001),Borferroni法による多重比較の結果，１回
目と３回目に 0.1％水準，２回目と３回目の間に 5％水準の有意差が見られた。項目５行動(保
存)については，0.1%水準の主効果が見られ（F(2,62）=15.85; p<.001),Borferroni 法による
多重比較の結果，１回目と３回目の間に 0.1％水準，１回目と２回目の間に 1％水準，２回目と
３回目の間に 5％水準の有意差が見られた。 
項目６関心(会話) と項目７行動(会議)に関しては，球面性の仮定が成りたたなかったため，

Greenhouse-Geisser の方法による検定を行ったところ，前者は 0.1%水準の主効果が見られ
（F(1.57,48.69）=17.83; p<.001),Borferroni法による多重比較の結果，１回目と３回目，２
回目と３回目の間に 0.1％水準の有意差が見られ，後者は 0.1%水準で主効果が見られ
（F(1.64,50.70）=15.07; p<.001), Borferroni 法による多重比較の結果，１回目と３回目に
0.1％水準の有意差，１回目と２回目に 5％水準の有意差，２回目と３回目の間に 1％水準の有
意差が見られた。全体で社会参加の意識が高まったといえる。 

 
項目 N 

１回目 ２回目 ３回目 
F値 多重比較 平均値 SD 平均値 SD 平均値 SD 

世 界
遺 産
学 習
成果 

１．関心
(遺産) 

32 2.84 .57 2.84 .57 3.44 .62 20.92 *** 
1回目<3回目***, 2回目<3
回目*** 

２．認識
(遺産) 

32 2.66 .79 2.53 .62 3.09 .69 8.21 *** 
1 回目<3 回目*, 2 回目<3
回目*** 

３．責任
(遺産) 

32 1.72 .77 1.84 .57 2.22 .71 7.60 *** 
1 回目<3 回目**, 2 回目<3
回目* 

４．行動
(宣伝) 

32 2.44 .67 2.69 .69 3.09 .73 10.72 *** 
1回目<3回目***, 2回目<3
回目* 

５．行動
(保存) 

32 2.50 .67 2.91 .64 3.25 .67 15.85 *** 
1 回目<3 回目***,1 回目<2
回目**，2回目<3回目* 

学 習
成 果
発信 

６．関心
(会話) 

32 2.63 .71 2.88 .71 3.34 .70 17.83 *** 
1 回目<3 回目***,2 回目<3
回目*** 

７．行動
(会議) 

32 2.66 .87 3.09 .73 3.44 .67 15.07 *** 
1回目<3回目***, 1回目<2
回目*，2回目<3回目** 



項目４行動(発信)，項目５行動(保存)，項目７行動(会議)は全て 0.1％の主効果が見られる
ことから ESD 授業により生徒の行動の変革が促された。また，2016 年，2018 年の ESD 授業
においても同様の傾向が見られた。３年間で世界遺産の特色と価値，世界遺産を通した人々の
考え方(価値観)，世界遺産の価値や考え方を踏まえた対応を伝え合い，生徒の関心や認識も高
まった。以上より，異文化理解を深める系統的な ESD授業プログラムと評価できる。 
３年間のプログラムを通して，附属中学校の生徒は社会科に関する世界遺産そのものをとら
える意識より，遠隔会議に向けたコミュニケーションに意識が向く傾向があった。今後，世界
遺産に対する思考・判断過程をより充実させた異文化理解を深める ESD 授業プログラムへと
改善していく必要がある。 
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